
令和５年度　地域医療構想における具体的対応方針

医療圏：東和

１．基本情報

病院名：済生会中和病院

２．地域医療構想の達成に向けた将来の方向性について

（１）地域医療構想を踏まえ、自院が今後地域において担う役割、機能について
済生会中和病院は､｢地域の医療と福祉を支える済生会｣を基本理念に､東和医療圏の地域中核病院(地域
医療支援病院)として活動している。当院は東和医療圏の中でも、桜井市・宇陀市等を中心とする地域
の住民に対し急性期医療とケアミックス医療を提供しており、東和医療圏の高齢化率が2025年には33％
まで上昇することが予測されるなか、地域の医療ニーズが求める体制を充実させている状況である｡
　このような医療環境のもとで､当院は､次のような役割を担うべきと考えている。
１　病病連携について
宇陀市立病院と連携し、今後開業医の高齢化に伴う医療資源の不足が懸念される東和医療圏東部の宇陀
市・宇陀郡地域の医療提供体制の確保を図っていく。更に､地域における近隣病院との機能分化と連携
(病･病連携)を進め､効率的な医療提供体制に取り組んでいく｡
２　病診連携について
当院は、地域医療支援病院及び在宅療養後方支援病院として認定されており、地域の診療所では対応が
困難な専門的医療や高度な検査､手術を行う急性期医療提供体制を整備し､急性期医療における地域完結
医療の充実に取り組んでいる。また、地域における在宅医療の推進を図っており、急性期を過ぎた患者
さんの円滑な退院支援業務を推進し､地域の診療所､施設､訪問看護ステーションとの連携を深め､患者さ
んの在宅医療･介護に貢献する。
３　がん診療について
奈良県地域がん診療連携支援病院として、既設の乳腺外科､前立腺外来､放射線治療等の充実を図るとと
もに､令和元年8月に消化器センターと呼吸器センターを設置しがん診療の集学的治療体制を充実させ
る｡また、手術支援ロボットを導入し、最善の外科治療体制を整える。
４　救急医療について
救急医療提供についても積極的に取組み､総合診療科(平成28年８月設置)を中心に､救急受入率の向上を
図り､地域の救急医療の担い手としての役割を果たしている。
５　人材育成について
人材の育成も最も大きな役割のひとつである｡医療面においては､前述のセンターを中心に、医療の安全
と質の向上を図り､専門的知識･技術をもつ人材の育成を進める。更に､済生会本部が推進している｢医
療･介護連携士｣の育成にも取り組む｡これらの知識･技術を地城の病院､診療所､施設のスタッフと共有す
ることにより､地域の医療､看護､福祉の質の向上を図っていきたい。



※地域において貴院が担わない又は縮小する役割・機能ができるかぎり明らかになるようご説明ください。

※複数病院間の連携協定など具体的な取組（予定も含む）があれば、相手方の病院名やその取組の内容をできるかぎり明らかになるようにご説明くださ
い。

（３）（２）を進めるための、地域における連携推進などの取り組み方針について

当院と宇陀市立病院との間において設置した連携協議会及びその部会である｢医療連携部会｣｢研修･安全
部会｣｢経営部会｣の3つの部会により宇陀市及び桜井市における病院間の役割分担について検討を進めて
いく。
　また､奈良医大を中心とする高度急性期病院と協議し機能分担を進めていく。
　それと共に､地域医療支援病院の規定にある評議員会において､地区医師会、市の行政､各種の施設の
意見等を聴取し､地域の医療･介護ニーズに対応していく。

（２）自院が希望する、地域の病院間での役割分担について

当院と宇陀市立病院は地域における適切な医療提供体制を持続的に確保するため密接な医療連携を図る
ことを目的に､平成３１年３月に｢医療機能の確保及び連携に関する協定｣を締結し､この協定に基づき１
０月に連携協議会を設置した。｢医療連携部会｣、｢研修･安全部会｣、｢経営部会｣の3つの部会を設け､医
療連携の在り方と共に人材育成や経営の効率化に向け協議を進めている。また、内科医師・外科医師の
派遣を継続して行っている。
　現在､この協議会を中心に宇陀市および桜井市における病院間の役割分担について検討を進めてい
る。また､当院は､在宅医療は行っておらず､訪問看護ステーションなどの訪問医療･介護は行っていない
状況であり、今後当院を退院する患者さんの在宅医療の必要性は高くなるものと考えている｡本院にお
いて令和元年9月から本格的に運用を開始した在宅療養後方支援病院の機能を充実し、近隣の診療所､施
設､訪問看護ステーション等との連携を強化しながら地域における在宅療養の充実を図ることが重要と
考えている｡そのためには､近隣の診療所､施設訪問看護ステーション等とICTを用いた連携システムが必
要となる。その方策として宇陀地区においては医療介護連携ICTネットワークシステム(うだケアネッ
ト)に参加し情報共有(医療･介護)システムの充実を図っている｡桜井市､磯城地域を中心に稼働している
ICTネットワークシステム(まほろばﾈｯﾄ)についても、うだケアネットとの相互連携を含めた機能強化に
向けた検討が必要と考えている。
　また、今後周辺の高度急性期病院との連携により急性期の治療を終えた地域の患者さんの受入の強化
を図ることも重要と考えている｡それによってはさらに地域包括ケア病棟を充実することを検討する必
要があると考えている。
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３．地域医療構想の達成に向けた具体的な計画について

※「（２）地域医療構想の達成に向けた将来の方向性について」を踏まえた具体的な計画について記載してください
※「（３）」では選択肢によって条件設定を行い、回答内容によりそれ以降の問いに対し、システム上回答不要としている部分がありま
す。この条件設定に不都合がある場合（回答することが適しているが選択できない場合など）は「４．その他」へ回答を打ち込んでくだ
さい。

（１）機能毎の病床数のあり方等について

※H28年度の列は、別紙１－２「H28年度病床数一覧」の数値を記入してください。
※R5年度、R7年度（2025年度）の列は、今年度の病床機能報告及び別紙様式「急性期機能の細分化の報告」の数値を記入してください。
※ 用語の定義は、病床機能報告と同様です。
※最大使用病床数は１年間（R4.4.1～R5.3.31）に最も多く入院患者を収容した時点で使用した病床数のことです。



[2-9]心血管疾患等への早期リハビリ
対応していない

[2-10]今後の方向性
今後、桜井・宇陀地区の状況から、循環器内科の充実に対応していきたい。


[2-6]冠動脈バイパス手術の実施

[2-7]急性大動脈解離の手術の実施

[2-8]大動脈瘤手術の実施

[2-3]緊急心臓カテーテル検査及び治療の24時間365日実施

[2-4]経皮的冠動脈形成術もしくは経皮的冠動脈ステント留置術の実施

[2-5]心疾患に対する外科手術の実施

既設の乳腺外科､前立腺外来､放射線治療等の充実を図るとともに､令和元年8月より消化器センターと呼
吸器センターを設置し、がん診療の集学的治療体制を整え積極的に対応している｡また、手術支援ロ
ボットを導入し、最善の外科治療体制を整える。

[2]心筋梗塞等の心血管疾患
[2-1]当該領域について対応しているか？
いいえ

[2-2]24時間心血管疾患の急性期医療の実施

対応している

[1-4]放射線治療の実施
対応している

[1-5]拠点病院等の指定
奈良県地域がん診療連携支援病院

[1-6]今後の方向性

[1]がん
[1-1]当該領域について対応しているか？
はい

[1-2]手術の実施

[1-3]化学療法の実施

肺、呼吸器 消化器 乳腺 泌尿器、(男性)生殖器 (女性)生殖器   

（２）領域ごとの医療機能の方向性について
※以下[1]～[16]の領域の今後の方向性（今後の対応や取組方針、他の医療機関との機能統合や連携、機能縮小、機能廃止等）について
記入してください。
※選択肢については、あてはまるものにチェックをつけてください。



[4-6]今後の方向性
救急医療提供については、受け入れの体制も変更した。積極的な取組み・救急受入率の向上を行い､地
域の救急医療の担い手としての役割を果たしていく。

[4-3]大腿骨骨折への対応
対応している

[4-4]病院群輪番制への参加
参加している

[4-5]小児科病院二次輪番体制への参加
参加している

積極的に脳卒中患者の受け入れを行い、急性期治療に対応する。脳神経外科医不在の際にも、遠隔画像
診断を用いて対応できる体制を構築している。脳神経外科、神経内科の増員等を含め、脳卒中治療の充
実を図っていく。


[4]救急医療
[4-1]当該領域について対応しているか？
はい

[4-2]救急告示病院の指定を受けているか？
はい

対応している

[3-8]脳血管疾患等への早期リハビリ
対応している

[3-9]奈良県脳卒中地域連携パスへの参加
参加していない

[3-10]今後の方向性

対応している

[3-5]くも膜下出血に対する脳動脈クリッピング術
対応している

[3-6]くも膜下出血に対するコイル塞栓術
対応していない

[3-7]脳出血に対する開頭血腫除去術

はい

[3-2]脳梗塞に対するt-PAによる脳血栓溶解療法の実施
対応している

[3-3]脳梗塞に対する脳血管内治療(経皮的脳血栓回収術等)の実施
対応していない

[3-4]脳出血（くも膜下出血を含む）への対応

[3]脳卒中等の脳疾患
[3-1]当該領域について対応しているか？



※ここで言う在宅医療は「在宅医療の提供」「他医療機関等との連携」「後方支援」を含む概念とします。

いいえ

[7-2]同一法人内に訪問看護ステーションをもっているか？

[7-3]今後の方向性
現在対応していない。

いいえ

[6-4]訪問リハビリの実施（再掲）
対応していない

[6-5]今後の方向性
当院は、地域医療支援病院及び在宅療養後方支援病院として認定されており、地域の診療所では対応が
困難な専門的医療や高度な検査､手術を行う急性期医療提供体制を整備し､急性期医療における地域完結
医療の充実に取り組んでいる。


[7]訪問看護
[7-1]病院看護師が当該領域について対応しているか？

[6-1]当該領域について対応しているか？

はい

[6-2]在宅療養支援病院の届出の有無
無し

[6-3]在宅療養後方支援病院の届出の有無
有り

対応していない

[5-6]通所リハビリの実施
対応していない

[5-7]今後の方向性
脳卒中等治療の充実とともに積極的に取り組む。

[6]在宅医療

対応していない

[5-3]脳血管疾患等への早期リハビリ（再掲）
対応している

[5-4]回復期リハビリ病棟入院料届出の有無
無し

[5-5]訪問リハビリの実施

[5]リハビリ
[5-1]当該領域について対応しているか？
はい

[5-2]心血管疾患等への早期リハビリ（再掲）



参加している

[9-5]今後の方向性
　東和医療圏を中心に、入院加療が必要なケースに対応していく。また、中南和小児科二次輪番担当病
院として役割を担っていく。

はい

[9-2]小児入院医療管理料の算定
している

[9-3]新生児特定集中治療室管理料の算定
していない

[9-4]小児科病院二次輪番体制への参加（再掲）

[8-1]「適切な意思決定支援に関する指針」(「適切な看取りに対する指針」)について
定めている

[8-1]今後の方向性
　地域包括ケア病床を中心に実施している。今後とも取り組みについて充実させる。

[9]小児医療
[9-1]当該領域について対応しているか？

[8]ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）への取組



[12-1]当該領域について対応しているか？
いいえ

[12-2]へき地医療拠点病院の指定を受けているか？

[12-3]今後の方向性

はい

[11-4]ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）への参加
参加している

[11-5]今後の方向性
　東和医療圏の災害拠点病院として役割を担っていく。今後DMAT要員の養成等充実を図っていく。

[12]へき地医療

[11]災害医療
[11-1]当該領域について対応しているか？
はい

[11-2]災害拠点病院の指定を受けているか？
はい

[11-3]ＤＭＡＴ指定病院の指定を受けているか？

[10-2]分娩の取扱い

[10-3]ハイリスク分娩管理加算の算定

[10-4]今後の方向性
当院での対応の予定はない。

[10]周産期医療
[10-1]当該領域について対応しているか？
いいえ



ただし自院に他疾患等で入院していた院していた患者は除く。

行政機関（保健所等）や他医療機関等が主催する「感染症患者の受入を想定した研修や訓練

はい

新興感染症の発生に備えた病床確保に当たってのシフトや応援に係る訓練・点検、院外から移送された患者の受入の流れを考慮した訓練

[14-6]専門研修の連携施設であるか？

[14-7]今後の方向性
基幹形臨床研修病院として、現在４名の研修医が活躍しており、今後も臨床研修の充実を図りたい。


[14-3]協力型臨床研修病院の指定を受けているか？
はい

[14-4]臨床研修協力施設であるか？
いいえ

[14-5]専門研修の基幹施設であるか？
はい

当院は、第二種感染症指定医療機関として感染症の対応を行っている。今後も、この体制を維持し、感
染管理の人材の確保等充実していく。

[14]医師の研修・派遣機能（臨床研修の実施等を含む広域的な医師派遣の拠点としての機能）
[14-1]当該領域について対応しているか？
はい

[14-2]基幹型臨床研修病院の指定を受けているか？
はい

はい

[13-4]下記訓練に年1回以上参加しているか？

はい

[13-5]下記訓練を、自院で年1回以上実施しているか？

はい

[13-6]今後の方向性

[13]新興感染症等の感染拡大時における医療
[13-1]診療・検査医療機関の認定を受けているか？
はい

[13-2]新型コロナウイルス感染症の陽性患者入院受入を行っているか？

はい

[13-3]「感染症患者の受入を想定した研修や訓練」を、年1回以上自院で実施しているか？



ない

ある

４．その他

[16-2]特定行為研修の協力施設の申請予定はあるか？

[16-3]今後の方向性
すでに特定行為研修の協力施設となっている。

[15-2]今後の方向性
2024年を踏まえ着実に対応してゆく。
宇陀市立病院との連携において、内科医師・外科医師の派遣を継続する。

[16]看護職員の研修機能
[16-1]特定行為研修の指定研修機関の指定申請予定はあるか？

[15]医師の働き方改革
[15-1]医師の宿日直許可の取得状況
取得済み


